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ただ今より、令和３年度第１回湧別町総合教育会議を開催いたしま

す。はじめに刈田町長よりご挨拶をお願いいたします。 

 

今年の全国学力学習状況調査において湧別町内の小中学生が全国

平均を超えたと聞いております。また来年以降においても全国平均を

超えるように頑張っていただきたいと思います。それに経費がかかる

のであれば町としても応援していきたいと考えております。 

湧別の未来を担う子どもたちをどう育てていくかを考えていかな

ければならないので、現在湧別小・中学校の一体型義務教育学校に向

けての整備を進めております。湧別型の新たなシステムをどう作って

いくのかを考えながら、これから上湧別地区においても取り組みをし

ていきたいというのが私の思いとしてございます。 

また湧別高校の魅力化、存続対策を含めて色々進めてきましたが、

なかなか結果がでないとういうのが実情になってございます。ただ存

続するだけではなく、２間口確保した中での方策を今後教育委員の皆

さんと協議しながら進めていきたいと思っていますし、本日は小中一

貫教育という議題にもなっておりますので議論させていただきたい

と思いますので、今日はよろしくお願いいたします。 

 

現在、教育委員会におきましては２校目の義務教育学校を令和５年

４月開校に向けて進めているところであります。学力向上につきまし

ては先ほど町長からも話がありましたように、一定の成果を得ている

ところであります。子どもたち一人ひとりが自ら課題を見つけ、お互

いに学びあうシステムが構築出来ているから結果につながったのか

なと感じております。さらにまた、事業改善、指導力向上に向けたい

わゆる湧別町型学校力の向上事業を積極的に取り組んできておりま
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す。このことも併せて考えますと、今回の学力学習状況調査の結果に

つながったと確信しております、 

社会教育事業につきましては、令和４年度で計画を終了する社会教

育中期計画でありますが、来年度１年かけて第３次湧別町社会教育中

期計画を策定すべく準備をスタートさせております。一昨日北海道大

学の先生を招聘しながら策定にかかる手順等々をご教授いただいた

ところであります。このあと会議でさらに意見交換が深まれば幸いに

存じます。 

本日の協議案件につきましては小中一貫教育についてであります。

町長の政策的公約の中に町内の小・中学校の義務教育学校化が挙げら

れております。この点についても意見交換をしながら町長と教育委員

会共通認識のもと、湧別町の子ども達の健全な育成のためにしっかり

議論し、取り組んでいきたいと考えておりますので、ご協力をお願い

申し上げまして、挨拶とさせていただきます。よろしくお願いいたし

ます。  

 

これより、令和３年度第１回湧別町総合教育会議、協議事項を進め

て参ります。 

協議第１号 小中一貫教育について事務局より説明をお願いいた

します。 

 

小中一貫教育の現状でございますが、本町を湧別地区、芭露地区、

上湧別地区と３つのブロックのイメージの中でそれぞれ小・中学校連

携しながら、あるいはすでに施設一体型の義務教育が行われておりま

す。 

芭露地区はすでに芭露学園ということで、施設一体型の義務教育学

校で９年間の学びを提供してございます。こちらについては平成３０

年４月に開校済みでございます。 

湧別地区には現状湧別小学校と湧別中学校の２つがございます。こ

ちらについても施設一体型義務教育学校を令和５年に開校すべく、す

でに準備を着手してございます。校舎の建設工事は着手済みでござい

ますし、義務教育学校の開設準備委員会も学校名、校歌、校章を検討

すべく会議に着手しております。教職員の中では９年間でどのような

子どもを育てていくかという部分でカリキュラムの検討も開始して

おりまして、粗々出来つつあります。 

上湧別地区になりますが、現在上湧別地区には小学校が４つ、中学

校が１つあります。こちらについても方針としては上湧別地区に施設

一体型義務教育学校の開設を進めていきたいという考えの方針を持

っています。今ある５つの学校はそれぞれ廃止され、一つの新しい義

務教育学校を設置するという方向性を持って検討を進めていきたい
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と考えているところであります。色々と準備が進んでおりますが、地

域住民との懇談を行いながら詳細なプラン作りを開始していきたい

と考えております。 

義務教育学校の成果と課題とありますが、義務教育学校化施設一体

型にすることによっていろいろなメリットが生まれます。成果として

は中１ギャップの解消、９年間の連続性を生かした小中一貫教育など

の様々な指導上のメリットが生まれてきます。広い人間間交流による

情操教育面で非常に良いものがあるということ、最後に教職員組織も

１つの組織の中で動いていきますので、こちらのメリットも大きいと

言うことが芭露学園のこれまでの経過をみると押さえられていると

ころあります。 

一方課題としてありますのは、小学校６年生のリーダー性の発揮の

場が少ない、１～９年生全体での学校行事はどうあるべきか、その課

題、教職員の意識、小学校しか経験のない、あるいは中学校の先生だ

った方が９年間の学びの中で意識改革が非常に重要になってきてい

ると思われますが、すでに湧別地区の義務教育学校、芭露学園の中で

も解決すべく一定の方策は見出しておりますので、クリアできる課題

と捉えております。 

今後についての方針でありますが、芭露地区につきましては芭露学

園を継続して小中一貫教育を行っていきます。湧別地区につきまして

は令和５年４月に新たな義務教育学校を開校いたします。具体的には

湧別小学校、湧別中学校は廃止して、新たに義務教育学校を設置する

ということであります。湧別中学校を大規模改修しながら前期棟の増

築で校舎を作っていくことにしております。児童生徒数は２００名規

模となり、北海道内では大きな義務教育学校となります。さらに地域

や保護者を含めた開設準備委員会も開始、設置しておりまして、校名

等選定作業の開始もしております。９年間で育つ子どもの姿、素案で

はありますが「多様な人々と協働的に学び続ける姿」を軸にして検討

中であります。特に総合的な学習の中では「ゆうべつ学」というもの

を創設しながら歴史、産業、資源をしっかり理解した子ども、そして

協調性もある、そのような子どもを９年間で育てていきたいと考えて

おります。 

上湧別地区でございます。芭露地区、湧別地区同様に施設一体型義

務教育学校にしていきたいと思っております。検討開始時期でござい

ますが湧別地区の義務教育学校が開設された後、令和５年以降として

おりましたが、今回新町長の意向もありまして、この時期は令和５年

以降ではなく、検討の開始時期は早めることで作業を開始しておりま

す。具体的には来年１月の中旬から上湧別地区の４つの小学校の学区

ごとに地域との懇談会を開催して、第１歩を踏み出していきたいと考

えております。 
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最後に４ページの図面をご覧ください。湧別地区については２つの

学校を１つにまとめると記載したものでございます。特に上湧別地区

をご覧いただきたいのですが、１つの中学校と４つの小学校をこの絵

の中のいずれかどこかに１つの施設一体型義務教育学校を造りたい

と考えておりますが、具体的な場所までは触れていない中での今後の

検討作業になっていくかなと考えております。 

 

芭露地区、湧別地区はこういう形で進んでいますが、具体的に上湧

別地区の方向性をしっかり定着させた上で教育委員会としても取り

組んでいかなければと思っています。そのアクションの一つとして１

月１１日から上湧別地区を対象として懇談会を始めます。義務教育学

校の建設の説明ではなく、皆さんのご意見を伺い、基本賛成なのか反

対なのかということも当然あろうかと思います。そういう意見を集約

した中で町長と次のアクションを起こしていくかというスケジュー

ルになるかと思います。学校運営協議会や地域の声を聞いた上では総

じて反対する意見はないと感じています。 

 

上湧別地区の議論になっていきますが、小学校４つ中学校１つ、全

部廃止して一つにした時に、現実的にどこに配置するかとういこと

で、上湧別中学校か中湧別小学校になるかと思います。上湧別中学校

には体育館が２つあり、規模的にも一番整っているのではないかと思

っていましたが、地域的に考えると中湧別小学校にという人もいるの

かなと。そのあたりも十分協議していただいて検討に入っていこうと

は思っています。 

開盛、富美の小学校が無くなるとなった時にどうしていくかという

ことを考えていかなければなりません。過去には公民館で地域が活動

してきたという経緯がありましたが、社会教育がやるべきではと統合

した経緯もあり、またその手法を使って地域に公民館的活動の手助け

をしていかなければ難しくなっていくのかなと思っています。今スタ

ッフ制で職員が地域に出ていますが、地域に張り付いて活動のサポー

トをしていくというような提案をしていかなければいけないのかな

という気がします。社会教育中期計画を立てる部分もあるので、社会

教育というのはこういう時代に活躍してくのかなと。それも含めて学

校はこれで終わりですではなく、検討の一つとして進めていってほし

いです。富美は運動会、学芸会、カレンダー作り、もちつきなど地域

と合同で行っていることもかなり多いかと思います。催しものを残す

となると行政として手助けをできる範囲で考えていき、そこも含めて

検討していただければと思っています。 

往々にして皆さん、（義務教育学校化が）良いと言っているように

見えているのですが、ところどころで上中に決まったのかという話し
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を耳にします。決まってはいないけれど一番新しいし、機能的にはい

いのかなと思います。 

 

上湧別中学校に４つの小学校を１つにして設置するというスケジ

ュールは全く決まっていません。今、この４つの小学校が一つの動き

を取って今年は修学旅行など合同で行っています。他には学校運営協

議会を合同で行ってはどうかなどの話もあります。色々なところで話

をしていただいて、教育委員会として地域で話を聞く。中学校を核と

して前期棟を湧別地区のように増築することが本当にいいのか、ある

いはオープン教室がどうなるか、スクールバスの問題等いろいろな質

問が出ると思います。義務教育学校の基本的な部分を説明し、意見を

伺い、集約し、提案させていただいて、町と協議し、全体の説明とい

う流れになっていくのかなと思っています。 

富美・開盛の校舎の今後の使い方をどうするかという質問は出てく

ると思います。今後、色々な意見を聞きながら、今すぐ結論を出さな

ければいけない会議ではないと思っているので、幅広く聞いてこよう

と思っています。 

 

今、芭露学園の複式学級はどうなっていますか。 

 

前期、後期とも複式学級ですが、体制の中でそれぞれ授業をしてい

ます。 

 

義務教育学校は今増えてきていますが、教育関係者的にはどうなん

でしょうか。 

 

９年間の学びという連続したカリキュラムを作成する上では望ま

しいですが、まだ具体的に成果・反省が出されていないので、今後は 

湧別地区がモデルとなって発信していく役割になるのではないかと

思っています。 

 

今年、学力学習状況調査で全国平均を超えたということですが、義

務教育学校になるとより伸びる可能性はありますか。 

 

それは言えると思います。小・中の接続ですね。９年間の義務教育

学校を作ると小学校と中学校の壁をいかに無くすかというところが

ネックになりまして、先生方の意識もそうですし、授業スタイルも今

は中学校になると講義調が多いので、それを打破するために北大の守

屋先生と連携しながら子どもたちが主体的に学べる環境を中学校の

中に取り入れ、そうすることによって学力もおのずと向上していくと
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思っています。全国を少し上回るではなく、飛び抜けて学力が高い地

域になっていくのではないかという思いを持って取り組んでいます。 

 

主体的に学べるというのはどういうことですか。 

 

先生方が教え込むということではなく、今求められていることは子

どもたちの学ぶ力を育てることが１番です。先生が教え込むのではな

く、子どもたちがグループやペアになったりしながらわからないこと

は聞いたり、友だち同士で解決していく。今の社会をみてみますと、

会社という組織に入った時に誰かが教えるではなく、チームやグルー

プになって問題を解決していき、利益や成果を挙げるというシステム

です。それを学校の中に取り入れていきたいと思っています。北大の

学びの共同体という理念で男女２名ずつ４人グループにし、わからな

いところは友だち同士聞き合いながらみんな落ちこぼれることなく

学びを保証してあげる、そういう考え方を湧別地区に取り入れていき

たいと思っています。 

 

ＳＤＧｓですね。高い理念のもとに進めていただければと思いま

す。 

 

欲をいうとオホーツクの中心的な推進地域にしていきたいです。 

 

湧別モデルで進めていっていただけたらと思います。 

 

学校の特徴を活かして得意分野を町内全部に発信していくという

ことを今やっています。全体の底上げをするという意味では理想的な

システムなのかなと思っています。こういう理念のもとにやっていけ

ばオホーツク全体が上がるのではないかと思っています。 

学校の校長、教頭だけが思いを強く持つのではなく、全体で共通認

識を持ち、今、上湧別地区が取り組もうとしている義務教育学校化で

一つにまとめていこうという勉強会、研修会がスタートしています。

いつ開校するかは未定ですが、今から取り組んでいます。 

 

そのほか、何かご意見ありますでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

 協議第１号につきましては終わらせていただきます。 

 

 本日の総合教育会議に付議された議案につきましては全て終了い
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たしました。 

そのほか、せっかくの機会ですので、本町の教育行政に関わること

で何かありませんか。 

 

事務的な話になりますが、これから地域に入って懇談が始まります

が、それを集約した中で教育委員の皆さんや町長と議論し方向性を導

き出していきますが、大体方向性が出た時には町長の出番はあるとい

うことでいいですか。 

 

はい。 

 

説明会は令和４年度に入ってからがいいですか。まとまり次第でい

いですか。 

 

いいです。 

地域から学校がなくなると淋しく感じるのかもしれません。それ

は、行政がお手伝いをし、将来的には若い人たちに役割を担っていた

だきたい。学校を施設として残さなければならないのかなと思ってい

ます。（学校を）簡単に無くすのではなく、地域で運動会や学芸会を

やっていただいたり。 

（総合教育会議は）教育全般についてと言うことで、社会教育にお

願いしていることが、コロナによって２年間十分にできていないので

小さなものでもいいから町民が豊かになるように何かできないか来

年に向けて検討してほしいとお願いしています。社会教育の中で子育

て教育などに力を入れていただきたいなと思っています。 

義務教育学校が出来たら、湧別地区の通級はどうなりますか。 

 

継続です。これからの相談にはなりますが、上湧別地区に義務教育

学校が出来た場合については今湧別小学校に３名配置しているとこ

ろを２名にし、１名の先生を上湧別に配置します。 

 

学校教育と社会教育というのは教育の両輪なんでしょうね。 

 

合併の時にいつも言っている体験談ですが、私は小学生の時に志撫

子小学校が廃校になり芭露小学校と合併になった１期生です。中学校

は上湧別中学校へ通ったんですが、５０年前を思い出してみると子ど

もの心では同級生４人くらいだった時は先生とも近くて身近な授業

でした。まず４人しかいないので手を挙げることもなく、その場で立

って読むこともない。次に芭露小学校へ行った時には２０数名にな

り、自己アピールしなければいけないという経験をしました。相手を
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認めるということを知り、上湧別中学校へ行った時には３クラスで自

分をアピールしなければ相手にも認めてもらえないし、相手も尊重し

なければならない。少人数はいいが、大人数になると色々な選択がで

きるようになる。相手を尊重することも勉強したり。小中一貫にはい

ろいろと議論があるんでしょうが、少人数もいいが、同級生がたくさ

んいることによって自我を作り出すにはいいのかなという感じは受

けます。今回の統合については少ない人数よりは多い人数の方が選べ

る選択肢があるのかなと思います。自分の子どもの頃のことを思い出

してなんとなく気が付いたなということがありました。 

学校訪問した時にタブレット授業を見学して、子どもたちが生き生

きしていて勉強しやすい環境になったのはプラスですが、子どもとの

コミュニケーションや道徳的なこととのバランスを自分の中で葛藤

しています。 

町長さんはタブレットと子どもたちの付き合い方をどう思ってい

ますか。 

 

タブレットは全教科で使うわけではないですよね。道徳は当然タブ

レットを使っていますよね。 

 

タブレットは毎回使うことはないですが、使っています。タブレッ

トはノートや鉛筆などと同じ道具として使っています。 

 

僕らは道具だと思っているんですが、孫は道具というより体の一部

のように使っているので、そういう世代が生まれてきているので、そ

のすごさに緊張感があるというか。 

 

便利なものですが、それに依存してしまうとどこかで物がない時に

どうするかという考える力をどうつけるのかと。本来的なタブレット

がないことも前提にした教育もやっているんですか。 

 

タブレットと普通の授業を１時間の授業の中で使い分けています。

タブレットだけではなく、ノートや鉛筆を使うことを織り交ぜながら

やっていきましょうと。ＩＣＴ教育推進委員会の中でもモラルも大切

だと話しもしています。どうやって使うかというのは使っちゃダメと

か、これを検索しちゃダメのダメダメではなく、子どもたち自ら判断

できるようなモラル教育をこれからしていかなくてはいけない。学校

によってもどういう使い方をさせるかで変わってくると思うので、今

後ＩＣＴ推進委員会の中で検討しながら統一するところは統一し、各

学校に任せることについては自分たちの状況を見据えてＩＣＴの活

用のモラル教育をやっていきましょうと。 
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学校の中でのタブレットの件ですが、アナログな部分はそのまま残

す、という話しなんですが、生徒指導連絡会議というものを行ってお

りまして、その中での話しですが、タブレットを配り半年が経ちまし

た。使っていくことによって学校の中では規制はできるんですが、委

員さんがおっしゃられるとおり、家庭に帰ってからゲーム世代のお父

さんお母さんがずーっとゲームをしている、暴力ゲーム的なものをや

っていて、そこのお子さんは学校のタブレットではなく、お父さんの

タブレットで危険なゲームを一緒にする、そして学校に登校してから

危険なゲームの話をするというのが見えてきています。学校の中の制

約ではなく、幼児段階、小さいうちから触っているか疑問を感じると

いう先生はいます。今委員さんの心配している部分は共通の認識とし

て教員の中でも感じています。 

 

時代時代の流れの中で新しい技術が発展すれば色々出てくるので、

学校の中ではマニュアルを作るなどしてやっていかなければしょう

がないんでしょうね。難しいですよね。 

 

どの時代もそんなことありましたよね。電話も線がつながっていな

い子機を持って部屋に行き長電話して夜中に家をでるとか。進化すれ

ば必ずそういうことが生じます。時代はそれを乗り越えてきているん

ですね。 

 

技術はどんどん変わっていくので、今の子どもたちが自分たちの世

代になると同じようなことを言うという想像ができるし、それに対応

できるノウハウを若い時から学ぶというのは大事だと思います。 

 

ＧＩＧＡスクール構想の中で進めているＩＣＴの部分で、昔のよう

に授業は黒板に書いたものをノートに写すのが授業でしたが、その時

間をどうやって省略するかとなるとボタン１つでタブレットにデー

タが流れてくるんですから、その時間を授業に使えるんだろうという

ことも含めて、これから子どもが将来に向かって国際化グローバルな

世界に向かっていけるような勉強をしていかなければいけないんだ

ろうし、外に出ても戻ってきてくれるような町を作らなければいけな

いんでしょうね。 

 

学習指導要領で５、６年生に専科の先生が入るというのはいつでし

たか。 

 

学習指導要領には入っていないです。文科省の施策の問題です。 
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刈 田 町 長 

 

北海道の新聞に、小規模校は複数でやると載っていましたね。 

 

今は職員の加配というのは定数プラス１人、２人多く配置するんで

すが、今はチームティーチングで分けて習熟度で配置していたのを、

国語・算数の教科担任制で配置するという方針転換をしているんで

す。 

 

湧別は先を行ってるんですね。 

 

湧別地区もまだ統合していないのですが、来年度から前倒しで小学

校の先生に技術の免許を持っている先生がいるので、中学校の技術の

授業をしてもらう。中学校の英語の先生を６年生の外国語の授業を持

たせるという計画でいます。 

 

それが、上手くできるかということですね。 

 

義務教育学校になればすべて解決するということですよね。 

 

そうですね。 

 

他に何かないでしょうか。よろしいでしょうか。 

 

（「はい」の声あり） 

 

以上で、令和３年度第１回湧別町総合教育会議を閉会いたします。 

 

 


